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2009年度は主に以下の活動を実施した。
A. 公開セミナーなどの一般向け啓蒙活動
１．公開セミナー

東京、福山、今治で公開セミナーを実施した。
２．インターネット関連

　つみきの会のＨＰをリニューアルした。ヤフーのスポンサーサイトを通じて、会の広告を行った。つみきメーリングリストを継続した。

３．ＪＤＤネット・政治行政への働きかけ

　一昨年に引き続き、ＪＤＤネット（日本発達障害ネットワーク）に参加し、運営に協力した。また会員有志で「政界アクションチーム」を作り、複数の国会議員に対して、ＡＢＡ家庭療育への支援をお願いした。
B. 定例会など会員向け交流活動
　札幌、新潟、東京、北陸、名古屋、大阪、神戸、福岡で、それぞれ3カ月に1度程度、会員向けの定例会を開催した。
C. 講習会などの療育支援事業
１．セラピスト講習会
　東京、大阪、神戸でセラピスト勉強会を開催した。大阪、神戸は月1回、東京はおよそ3カ月に1度のペースで開催した。

２．親向け講習会

　仙台、福山で親講習会を開催した。また神戸でＡＢＡビギナーズセミナーを2回開催した。

D. 発達障害児・者に対する直接支援事業
１．NOTIAセラピスト・サービス
　関西を中心に、仙台、東京、新潟、名古屋などで、セラピストを計28名、常勤または非常勤職員として雇用し、会員家庭での個別療育を行った。
２．発達相談
　従来の道頓堀、明石の2か所に加えて、新たに埼玉、名古屋で、代表による会員向けの発達相談を実施した。
E. 書籍・ビデオ・教材などの頒布事業
　書籍販売：つみきBOOKをおよそ530冊販売した。
　ビデオ販売：つみきBOOK付属ＤＶＤをおよそ340本販売した。
　教材販売：動物カードを新たに作成し、会員向けに販売した。
　ビデオ貸し出し：定例会の講義などのビデオを会員向けに無料で貸し出した。
F. 発達障害に関する調査研究事業
　厚生労働省科学研究助成金を受けた共同研究「発達障害者の新しい診断・治療法の開発に関する研究」が最終年度を迎えた。つみきの会（ＡＢＡ）は大半の検査で他の研究グループを上回る改善を示した。結果は年度末に最終報告書として国に提出された。
以上、報告します。
2010年6月6日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人つみきの会
代表　藤坂龍司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
